
短
歌
　
の
鑑
賞
指
導

m

m

院

E

E

サ

ー
高
校
三
年
間
で
ま
と
ま
っ
-
て
短
歌
の
学
習
指
導
を
す
る
槻
会
ほ
-
(
他
の
教
材

と
間
通
さ
せ
て
扱
う
こ
と
は
あ
る
が
)
　
1
度
し
か
持
て
な
い
o
　
し
か
も
'
現
行

の
教
科
書
で
は
ほ
と
ん
ど
が
1
年
生
で
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う

意
味
で
'
同
じ
文
学
教
材
の
学
習
指
導
と
い
っ
て
も
詩
や
小
説
と
は
別
の
む
つ

か
し
さ
が
あ
る
。
こ
の
実
践
報
告
は
1
年
生
で
、
し
か
も
ま
と
ま
っ
て
は
一
度

し
か
学
習
で
き
な
い
短
歌
の
指
導
方
法
を
求
め
て
の
1
つ
の
実
践
で
あ
る
。

1
　
授
業
構
想
の
視
点

短
歌
の
学
習
の
究
極
の
目
標
は
'
「
こ
と
ば
に
対
す
る
感
覚
を
み
が
-
」
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
'
次
の
よ
う
な
具
体
的
な
指
導
目
標
が
い
る
と
思

わ
れ
る
。

①
　
短
歌
の
鑑
賞
の
し
か
た
を
理
解
さ
せ
る
。

②
　
多
く
の
す
ぐ
れ
た
短
歌
を
読
み
、
短
歌
に
親
し
ま
せ
る
Q

③
　
近
代
短
歌
史
を
理
解
さ
せ
る
。

①
　
自
ら
進
ん
で
短
歌
を
鑑
賞
す
る
態
度
を
養
う
o

次
に
短
歌
教
材
に
つ
い
て
で
あ
る
が
'
現
行
の
現
代
国
語
の
教
科
書
の
は
あ

い
、
次
の
よ
う
な
教
材
化
の
類
型
が
み
ら
れ
る
。

A
　
短
歌
の
み
(
多
-
の
歌
人
の
歌
を
文
学
史
的
に
羅
列
)

中
　
　
谷
　
　
雅
　
　
彦

B
　
評
論
・
随
想
と
短
歌

a
　
評
論
・
随
想
と
多
-
の
歌
人
の
歌

評
論
・
・
-
随
想
と
7
歌
人
の
歌

高
校
一
年
で
扱
う
と
い
う
こ
と
、
短
歌
に
親
し
ま
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
と
、
や
は
り
親
し
め
る
よ
う
な
随
想
的
な
も
の
と
'
す
ぐ
れ
た
'
内
容
的

に
興
味
の
も
て
る
多
-
の
短
歌
と
い
う
組
み
合
わ
せ
の
教
材
化
が
い
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
多
-
の
短
歌
を
と
り
あ
げ
る
場
合
の
教
材
化
の
視
点
と
し
て

は
次
の
四
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。

ア
　
学
習
者
の
生
活
意
識
に
近
い
素
材
‥
7
-
マ
の
短
歌
で
あ
る
。

イ
　
そ
の
歌
人
の
代
表
的
な
す
ぐ
れ
た
短
歌
で
あ
る
。

ウ
　
戦
後
の
現
代
短
歌
も
と
り
入
れ
る
。

ニ
文
学
史
的
な
観
点
も
と
り
入
れ
る
。

こ
の
点
、
筑
倖
軍
居
「
現
代
国
語
1
」
の
短
歌
教
材
の
場
合
、
「
『
無
名
者

の
歌
』
抄
」
　
(
近
藤
芳
美
・
「
朝
日
歌
壇
」
投
稿
歌
十
七
首
と
そ
の
解
説
)

は
'
ど
の
よ
う
な
生
活
・
意
識
か
ら
短
歌
が
生
ま
れ
た
か
が
簡
潔
に
わ
か
り
や

す
-
解
説
さ
れ
て
お
り
'
学
習
者
に
は
興
味
の
持
て
る
教
材
だ
と
思
わ
れ
る

L
t
　
「
死
に
た
ま
ふ
母
」
　
(
斉
藤
茂
吉
・
十
三
首
)
は
、
一
歌
人
の
歌
を
一
つ

の
テ
ー
マ
の
も
と
に
探
-
読
み
味
わ
う
に
は
好
教
材
だ
と
思
わ
れ
る
。
r
「
い
の

ち
ひ
と
む
き
に
」
　
(
吉
野
秀
雄
、
木
1
.
.
修
'
佐
藤
佐
太
郎
'
宮
柊
二
の
も
の
十

112



二
百
)
は
、
戦
後
活
躍
し
て
い
る
歌
人
の
も
の
で
あ
り
'
戦
前
の
著
名
な
歌
人

の
短
歌
を
ど
う
扱
う
か
が
問
題
に
な
る
。

次
に
短
歌
鑑
賞
の
方
億
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
私
の
こ
れ
ま
で
の
短
歌
学
習

指
導
の
拙
い
実
践
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
次
の
四
つ
の
方
法
を
と
っ
て
き
た
よ

う
に
思
う
0
.

0
　
教
科
書
徽
材
の
解
釈
・
分
析

②
　
教
科
書
教
材
と
参
考
作
品
(
同
1
歌
人
の
他
の
歌
、
同
l
素
材
・
テ
ー
マ

の
他
の
歌
)
の
重
ね
読
み

③
　
数
人
の
歌
人
の
中
か
ら
一
歌
人
を
選
び
、
グ
ル
ー
プ
で
研
究
・
鑑
裳

④
　
教
科
書
教
材
へ
発
展
と
し
て
他
の
歌
人
の
歌
を
一
つ
の
視
点
を
定
め
て
鑑

賞こ
れ
ら
の
方
法
で
試
み
た
実
践
が
、
学
習
者
の
こ
と
ば
に
対
す
る
感
覚
を
鋭

-
し
た
か
ど
う
か
へ
短
歌
に
親
し
み
を
持
ち
'
さ
ら
に
ど
ん
ど
ん
短
歌
を
読
ん

で
み
ょ
う
と
す
る
意
欲
を
持
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
な

る
と
、
ま
だ
ま
だ
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

2
　
授
業
の
構
想

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
授
業
構
想
の
視
点
に
立
っ
て
、
次
の
よ
う
な

三
部
か
ら
な
る
授
業
の
構
想
を
立
て
て
授
業
に
入
っ
た
。
中
心
は
E
3
部
に
お
く

こ
と
に
し
た
。

-
部
　
「
『
無
名
者
の
歌
』
抄
」
の
鑑
賞
-
-
短
歌
は
身
近
か
な
生
活
を
歌
う

も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
鑑
賞
の
手
順
を
理
解
す
る
。
(
1
斉
学
習
)

t
=
部
　
「
死
に
た
ま
ふ
母
」
の
鑑
賞
-
-
1
歌
人
の
歌
を
探
-
味
わ
う
。
(
グ

ル
ー
プ
・
一
斉
学
習
)

E
a
部
　
多
-
の
短
駅
を
鑑
草
-
・
・
短
歌
に
親
し
む
。
(
グ
ル
ー
プ
・
個
別
学

習
)

二
　
授
業
の
実
際

1
　
指
導
目
標

川
　
多
-
の
短
歌
を
鑑
箕
す
る
こ
と
に
よ
り
'
短
歌
に
親
し
ま
せ
る
。

脚
　
す
ぐ
れ
た
短
歌
を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
よ
り
、
・
こ
と
ば
に
対
す
る
感
覚
を

鋭
-
さ
せ
る
。

糊
　
短
歌
鑑
賞
の
手
順
を
理
解
さ
せ
る
。

川
　
近
代
短
歌
史
の
概
略
を
理
解
さ
せ
る
。

㈱
　
自
ら
進
ん
で
短
歌
を
鑑
賞
す
る
態
度
を
養
う
。

2
　
招
集
t
,
r
-
.
&
z

川
　
対
　
象
　
　
　
1
年
七
組
(
男
2
6
名
・
女
1
9
名
)

榊
　
授
業
時
間
　
　
十
7
時
間
(
5
4
年
9
月
1
0
日
～
1
0
月
1
3
日
)

(
途
中
　
読
書
感
想
文
の
相
互
評
価
の
時
間
を
と
る
)

脚
　
教
　
材

。
「
『
無
名
者
の
歌
』
抄
」
　
(
近
藤
芳
美
)
・
「
死
に
た
ま
ふ
母
」
十
三

首
(
斉
藤
茂
吉
)
　
(
現
代
国
語
1
・
筑
摩
書
房
)

.
現
代
短
歌
5
0
選

。
「
近
代
短
歌
」
　
(
「
日
本
文
学
史
」
<
第
一
学
習
社
>
よ
り
)

川
　
授
業
の
経
過
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学
　
習
　
目
　
標

・
5
!
　
　
　
　
薗
　
　
　
　
泥

指
導
の
意
図
・
倍
意
点
・
評
価
な
ど

1
　
短
歌
学
習
へ
の

意
欲
を
持
つ
。

2
　
短
歌
の
世
界
が

自
分
た
ち
の
生
活

に
身
近
か
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
知

~
る
。
　
　
~
　
　
　
1
　
~

1
　
短
歌
学
習
に
つ
い
て
の
予
備
調
査
に
答
え
る
。

∧
項
目
>

H
　
中
学
で
は
ど
の
よ
う
な
短
歌
の
学
習
を
し
ま
し
た
か
o
　
お
ぼ
え
て
い
る

短
歌
・
学
習
方
法
を
書
き
な
さ
い
。

日
　
次
の
短
歌
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
あ
と
を
つ
づ
け
な
さ
い
。

①
　
ふ
る
さ
と
の
靴
な
つ
か
し
停
革
場
の
(

⑨
-
1
東
海
の
小
島
の
磯
の
白
砂
に
-
(

③
　
白
鳥
は
悲
し
か
ら
ず
や
(

④
　
幾
山
河
越
え
去
り
行
か
は
寂
し
さ
の
(

⑤
　
死
に
近
き
母
に
添
ひ
寝
の
し
ん
し
ん
と
(

⑥
　
金
色
の
小
さ
き
烏
の
か
た
ち
し
て
(

臼
　
ど
の
よ
う
な
内
容
の
短
歌
を
い
ろ
い
ろ
と
読
ん
で
み
た
い
で
す
か
。

2
　
「
『
無
名
者
の
歌
』
抄
」
を
朗
読

3
　
最
も
印
象
に
残
っ
た
も
の
を
1
つ
選
び
へ
鑑
賞
文
を
書
き
提
出
。

1
　
短
歌
学
習
に
興
味
を
持
た
せ
る
の
が
ね
ら

い
な
の
で
、
あ
ま
り
細
か
-
は
要
求
し
な
か

った。
H
　
記
憶
の
あ
い
ま
い
な
短
歌
に
は
こ
ち
ら

が
答
え
て
い
っ
た
。
和
歌
も
い
い
こ
と
に

し
た
。
憶
え
て
い
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が

-
-
万
葉
集
「
百
人
」
宙
か
ら
の
-
も
の
-
で
あ

り
'
近
代
短
歌
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。

口
　
①
①
⑥
の
短
歌
は
数
名
の
も
の
が
憶
え

て
い
た
が
'
他
は
一
人
も
知
ら
な
か
っ

た
。

日
　
「
自
分
た
ち
世
代
の
心
情
を
よ
ん
だ
も

の
」
、
「
美
し
い
自
然
」
な
ど
と
数
名
の

も
の
が
書
い
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

2
　
い
い
な
と
思
う
歌
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う

指
示
し
た
。

3
　
時
間
が
十
分
な
か
っ
た
の
で
'
ほ
と
ん
ど

の
も
の
が
翌
日
提
出
し
た
。

144

1
　
短
歌
の
世
界
が

自
分
た
ち
の
生
活

に
身
近
か
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
認

識
す
る
0

2
　
短
歌
鑑
賞
の
手

◇
「
『
無
名
者
の
歌
』
抄
」
の
鑑
賞
(
1
斉
学
習
)

1
　
短
歌
鑑
賞
の
手
順
を
説
明
す
る
。

学
習
者
の
最
も
多
-
の
も
の
が
選
ん
だ
「
や
が
て
死
ぬ
娘
に
て
あ
れ
ど
生

業
の
靴
つ
く
り
や
り
枕
べ
に
置
く
」
を
例
に
と
り
、
ま
た
へ
鑑
賞
文
も
紹
介

し
な
が
ら
説
明
し
た
。

1
　
短
歌
鑑
賞
の
手
順
と
し
て
は
、

を
お
さ
え
た
。

-

　

1

1

一

次
の
。
と
t

①
　
正
確
に
読
む
。
②
　
難
解
な
語
句
は
調

べ
る
。
③
　
句
切
れ
に
注
目
し
'
短
歌
の
構

成
を
考
え
る
。
④
　
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
る
。

(
時
刻
・
場
所
・
姿
・
表
情
・
年
令
な
ど
を



3 (9ち8)　　　2 (9/14)

順
を
理
解
す
る
.

2
　
鑑
賞
の
手
順
に
そ
っ
て
、
学
習
者
が
と
り
あ
げ
た
数
の
多
い
短
歌
の
順
に

瑠
転
s
a
g
s

そ
の
短
歌
を
と
り
あ
げ
た
学
習
者
を
中
心
に
展
開
。
鑑
賞
文
は
そ
の
つ
ど

紹
介
し
た
。

明
ら
か
に
す
る
。
)
①
　
心
情
・
情
景
を
考

え
る
。
(
感
動
の
中
心
語
句
を
見
つ
け
る
。
)

⑥
　
効
果
的
表
現
(
繰
り
返
し
も
　
母
音
・
子

音
の
あ
ら
わ
れ
か
た
に
よ
る
リ
ズ
ム
、
比

輪
'
擬
人
法
な
ど
)

2
　
と
く
に
'
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
る
こ
と
'
表

現
に
注
目
す
る
こ
と
を
中
心
に
鑑
賞
を
す
す

め
た
。

4 (%tO

表
現
を
お
さ
え

な
が
ら
'
作
者
の

心
情
を
読
み
と

S
3

「
死
に
た
ま
ふ

母
」
に
お
け
る
歌

風
の
特
色
を
理
解

す
る
。心

情
に
あ
っ
た

短
歌
の
朗
読
を
す

る
。

◇
「
死
に
た
ま
ふ
母
」
の
鑑
賞
川
　
(
図
書
館
で
の
グ
ル
㌧
フ
学
習
)

1
　
斉
藤
茂
吉
の
紹
介

2
　
「
死
に
た
ま
ふ
母
」
の
範
読
お
よ
び
学
習
者
に
よ
る
朗
読

3
　
十
三
百
を
時
間
の
経
過
に
そ
っ
て
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
へ
そ
れ
ぞ
れ

に
題
目
を
つ
け
る
。

4
　
各
グ
ル
ー
プ
(
班
ご
と
に
、
五
つ
の
う
ち
1
つ
を
選
び
へ
　
学
習
ノ
ー
ト
に

従
っ
て
二
首
を
鑑
賞
。
)
(
グ
ル
ー
プ
別
担
当
は
次
の
よ
う
に
な
っ
た
3
)

。
帰
郷
-
・
・
・
二
百
　
　
I
-
I
t
　
4
'
7
班
(
各
班
5
名
)

。
宕
柄
-
-
・
四
百
　
　
o
a
t
　
9
班

1
　
1
学
期
に
学
凹
し
た
「
ド
ク
-
ル
マ
ン
ボ

ウ
昆
虫
記
」
　
(
北
杜
夫
)
と
間
達
さ
せ
て
紹

介
し
た
。

4
　
斉
藤
茂
吉
に
間
係
の
あ
る
図
古
軒
料
を
紹

介しi 1-!'

1-15

0　　　　0　　　　0

鍋(火(臨
骨葬葬訣終
i送:別:

・
・
二
百
　
　
t
o
t
　
6
班

ヽ・′ : ヽノ

石

8

班

二
首
-
-
3

斑
学
習
ノ
ー
ト
上
段
(
語
釈
・
場
面
の
説
明
・
心
情
・
効
果
的
印
象
的
表



5　Clo/」)6　<?%)

現
に
つ
い
て
)
は
グ
ル
ー
プ
で
検
討
し
'
下
段
(
鑑
賞
文
)
は
各
個
人
が
召

r
a

◇
「
死
に
た
ま
ふ
母
」
の
鑑
賞
脚

1
　
担
当
し
た
短
歌
に
つ
い
て
班
ご
と
に
報
告
し
、
全
体
で
検
討
。

2
　
感
情
を
込
め
て
朗
読
サ
　
(
-
c
o
名
に
指
名
)

3
　
「
死
に
た
ま
ふ
母
」
　
(
「
赤
光
」
)
全
五
十
九
前
を
プ
リ
ン
ト
で
紹
介
。

4
　
学
習
ノ
ー
ト
の
提
出
。

9(1(K2)　　　8　Cl?!,)　　　　7, We)

4　　　　　3

い
ろ
い
ろ
な
短

歌
に
親
し
む
こ
と

に
よ
り
短
歌
忙
親

_

>

.

'

蝣

>そ
れ
ぞ
れ
の
歌

人
の
歌
風
の
痔
色

を
理
解
す
る
。

感
想
を
整
理
し

て
簡
潔
的
確
に
表

現
す
る
O

自
ら
進
ん
で
短

歌
を
読
む
態
度
を

持
つ
。

◇
「
現
代
短
歌
5
0
選
」
の
鑑
筑

1
　
「
現
代
短
歌
5
0
遥
」
の
ブ
リ
ソ
ト
を
配
布
.
(
注
)
次
の
よ
う
な
素
材
テ

ー
マ
に
よ
っ
て
分
類
す
る
9
　
(
図
古
館
で
の
グ
ル
ー
プ
学
習
)

.
自
然
・
光
景
へ
の
驚
き
・
感
動

o
青
春
の
心
(
恋
心
・
友
情
・
青
春
讃
美
な
ど
)

。
生
活
(
生
活
苦
・
病
苦
)

。
人
生
(
人
生
・
自
分
の
生
き
方
へ
の
思
い
)

。
肉
親
・
妻
へ
の
愛

.
郷
愁

.
そ
の
他
(
右
の
分
放
項
目
に
入
れ
に
く
い
も
の
)

2
　
分
類
し
た
も
の
を
全
体
で
検
討
(
教
室
で
の
一
斉
学
習
)

3
　
好
き
な
歌
'
い
い
な
と
思
っ
た
歌
を
七
百
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
へ

二
ま
た
は
三
文
で
鑑
賞
文
を
苔
き
'
提
出
。
(
1
部
へ
家
庭
学
習
)

・
1
　
選
ん
だ
七
首
を
暗
唱
。

朗
読
・
説
明
・
鑑
貿
文
の
発
表
と
い
う
よ

う
に
'
担
当
し
た
歌
に
つ
い
て
は
個
人
的
に

全
員
に
指
名
し
た
。

ゆ
っ
-
り
と
感
情
を
こ
め
て
1
首
を
二
回

蛭
間
E
2
E
E
S

難
解
な
語
句
~
㌧
表
現
に
は
、
少
.
J
説
明
を

加
え
な
が
ら
朗
読
し
た
。

図
古
館
の
資
料
を
紹
介
し
'
利
用
さ
せ

・

;

'

蝣

ま
た
、
そ
の
他
の
参
考
醗
料
と
し
て
'

「
日
本
文
学
史
の
研
究
」
　
(
第
1
学
習
社
)

よ
り
'
正
岡
子
規
、
与
謝
野
晶
子
、
伊
藤
左

千
夫
、
長
塚
節
へ
斉
藤
茂
吉
へ
　
石
川
啄
木
'

若
山
牧
水
に
つ
い
て
の
プ
リ
ン
ト
を
配
布

し
'
利
用
さ
せ
た
。

146

鑑
賞
文
を
書
-
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
ふ
れ
ず
、
最
も
好
き
な
も
の
を
最
初

に
讃
か
せ
た
.
(
ア
ン
ソ
ロ
ジ
-
作
製
の
た

m



10C IO/i3)

近
代
短
歌
史
の

概
要
を
理
解
す

る
。短

歌
の
学
習
を

ふ
り
返
り
'
自
分

な
り
に
得
た
も
の

を
確
認
す
る
。

1
　
近
代
短
歌
史
の
概
要
を
説
明
9
　
(
1
斉
学
習
)

(
文
学
史
の
プ
リ
ン
-
三
枚
を
資
料
と
し
た
。
)

2
　
「
短
歌
の
学
習
を
ふ
り
返
っ
て
」
を
容
-
0

1
　
こ
の
た
び
の
短
歌
の
授
業
で
は
八
十
四
首
鑑
質
し
た
の
で
あ
る
が
'
そ

れ
ら
の
中
で
長
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
短
歌
は
ど
れ
で
す
か
。
1
首
讃
き

な
さ
い
。

二
　
短
歌
の
授
業
を
ふ
り
返
っ
て
'
次
の
項
に
つ
い
て
'
自
由
に
書
き
な
さ

ヽ
　
°

_
>川

　
親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。

脚
　
短
歌
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
、
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
書
き
な
さ
い
。

三
　
短
歌
の
鑑
賞
の
し
か
た
に
つ
い
て

川
　
今
回
わ
か
っ
た
こ
と

脚
　
疑
問
点

四
　
授
業
の
方
法
に
つ
い
て

川
　
「
死
に
た
ま
ふ
付
」
の
離
山
箕
(
班
で
二
前
述
定
紅
賞
　
全
山
雑
」
i
)

)
　
の
は
あ
い
。

脚
　
「
現
代
短
歌
5
0
退
」
の
鑑
賞
(
グ
ル
ー
プ
で
分
別
・
発
表
・
七
円
選

び
:
:
蝣
'
」
文
を
T
:
き
i
s
i
?
.
)
の
は
あ
い
.

と
く
に
写
生
派
と
耽
美
派
を
中
心
に
簡
単

に
ふ
れ
た
。

ま
た
、
戦
後
の
短
歌
の
叙
情
の
特
質
に
つ

い
て
は
へ
　
近
藤
芳
美
の
「
裾
ひ
ろ
く
ク
D
.
-

バ
ー
の
上
に
坐
り
ゐ
る
汝
を
自
じ
ら
と
残
し

て
昏
る
る
」
と
、
宮
柊
二
の
「
生
き
ゆ
か
む

苦
し
さ
知
ら
ず
陽
に
灼
け
し
畳
の
上
に
子
は

眠
り
を
り
」
を
と
り
あ
げ
て
説
明
し
た
。

時
間
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
に
へ
　
は
P
J

ん
ど
の
も
の
が
放
課
後
や
次
時
に
提
出
し

た
。

五
　
そ
の
他
白
山
に
。

ll Cx>fl

短
歌
に
親
し
み
'

短
歌
へ
の
認
識
を
深

め
る
。

「
私
の
好
き
な
一
首
」
　
(
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
)
を
作
製
(
表
紙
は
学
習
者
各
日

が
つ
く
る
。
)
L
t
　
そ
れ
を
み
ん
な
で
読
み
合
い
、
感
想
文
を
讃
-
0



(
注
)
　
「
現
代
短
歌
知
遇
」
の
内
容

川
　
教
材
採
録
の
視
点

①
学
習
者
の
生
活
意
識
に
近
い
も
の
　
⑦
そ
の
歌
人
の
歌
の
中
で
著
名
な

す
ぐ
れ
た
も
の
　
③
文
学
史
な
配
慮
も
す
る
。
　
④
現
代
の
短
歌
は
教
科

容
教
材
「
い
の
ち
ひ
と
む
き
に
」
か
ら
採
る
。

_
幻
短
歌

正
岡
子
規
(
5
首
)
与
謝
野
晶
子
(
7
首
)
伊
藤
左
千
夫
(
3
首
)

長
塚
節
・
(
3
首
)
　
-
　
島
木
赤
彦
(
3
首
)
　
斉
藤
茂
吉
(
3
首
)

石
川
啄
木
(
1
0
首
)
　
若
山
牧
水
(
7
首
)
　
北
原
白
秋
(
3
首
)

富
野
秀
雄
(
2
首
)
　
木
　
修
(
2
首
)
　
　
宮
柊
二
(
2
甫
)

佐
藤
佐
太
郎
(
2
首
)
　
近
藤
芳
美
(
2
首
)

三

　

学

習

の

実

態

1
　
「
無
名
者
の
歌
」
抄
の
鑑
賞

川
　
好
き
な
歌
と
し
て
と
り
あ
げ
た
も
の

①
や
が
て
死
ぬ
娘
に
て
あ
れ
ど
生
業
の
靴
つ
-
り
や
り
枕
べ
に
匿
-
(
8
人
)

②
夏
草
に
友
と
夢
み
し
サ
ー
ク
ル
誌
実
現
せ
ず
に
受
験
近
づ
く
(
6
人
)

③
白
馬
岳
に
雪
は
釆
た
ら
し
貨
車
を
押
す
朝
肌
に
し
む
白
馬
お
ろ
し
は
(
6

人
)

④
思
慕
告
げ
ず
別
れ
来
し
吾
を
潔
し
と
思
え
ど
湧
き
出
ず
る
悲
し
み
に
泣
く

(
5
人
)

の
一
日
の
乗
務
を
終
え
て
洗
車
す
る
満
天
の
虹
の
下
わ
れ
は
小
さ
し
(
3
人
)

⑥
自
つ
つ
じ
雪
…
朋
る
る
ご
と
く
咲
く
路
を
素
足
に
踊
み
て
前
を
植
え
に
行
く

(
3
人
)

⑦
我
を
う
と
み
押
し
入
れ
に
こ
も
る
少
年
を
幼
名
に
呼
び
て
涙
わ
き
出
づ

(
3
人
)

(
以
下
略
)

学
習
者
は
、
比
較
的
率
直
な
よ
み
方
で
心
情
の
よ
く
わ
か
る
歌
(
①
⑤
の
歌
)

や
、
自
分
た
ち
の
生
活
意
識
に
近
い
も
の
(
◎
④
の
歌
)
'
表
現
の
あ
ざ
や
か

な
歌
(
⑥
の
歌
)
な
ど
を
多
-
と
り
あ
げ
て
い
た
。

山
　
」
'
=
-
文
よ
り

近
藤
芳
美
の
解
説
が
あ
る
た
め
か
'
心
情
は
よ
く
と
ら
え
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
O
の
歌
に
倒
し
て
は
'
「
悲
し
い
歌
だ
っ
た
の
で
と
-
に
心
に
残
り
ま
し

た
。
重
い
病
気
で
寝
て
い
る
娘
の
坊
で
父
親
が
娘
を
見
つ
め
て
す
わ
っ
て
い

る
。
物
音
ひ
と
つ
し
な
い
静
か
な
淋
し
い
状
況
が
感
じ
ら
れ
る
。
」
　
(
Y
女
)

と
い
う
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
-
ら
ま
せ
て
い
る
も
の
'
ま
た
①
の
歌
に
つ
い

て
「
作
者
は
僕
も
高
校
生
だ
と
思
っ
た
。
受
験
と
い
う
も
の
は
侠
た
ち
に
も
す

ぐ
に
や
っ
て
-
る
。
そ
の
中
で
サ
ー
ク
ル
誌
が
夢
に
お
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

ん
な
悲
し
み
の
よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
実
際
、
青
春
と
い
う
.
も
の
は
長

い
よ
う
で
短
か
い
の
で
あ
ろ
う
。
作
者
の
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
が
よ
-
伝
わ
っ

て
-
る
気
が
す
る
。
」
　
(
H
男
)
の
よ
う
に
自
己
と
の
か
か
わ
り
を
書
い
て
い

る
も
の
'
ま
た
'
⑥
の
歌
を
「
山
に
か
こ
ま
れ
た
春
の
田
舎
に
、
自
つ
つ
じ
が

あ
ま
り
に
も
白
く
咲
い
て
い
て
、
作
君
の
甫
植
え
に
行
-
足
が
と
て
も
軽
-
す

が
す
が
し
い
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
何
か
田
舎
の
草
の
に
お
い

が
し
て
き
そ
う
な
歌
だ
と
思
う
。
人
が
造
る
こ
と
の
で
き
な
い
美
し
さ
と
い
つ

も
接
し
て
い
る
作
者
の
生
活
の
充
実
や
満
埠
か
し
み
通
っ
て
き
そ
う
だ
。
足
が

ひ
ん
や
り
と
す
る
み
た
い
。
な
ん
だ
か
‖
分
も
そ
の
場
に
い
て
そ
の
景
色
を
前

に
し
て
い
る
と
糾
増
し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
o
　
」
　
(
K
女
)
と
'
と
ら
え
て
短
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歌
の
世
界
に
浸
り
き
っ
て
い
る
な
ど
の
よ
う
に
'
情
景
・
心
情
は
よ
-
と
ら
え

て
古
い
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
'
こ
と
ば
、
表
現
に
着
目
し
て
い
る
紅
茶
文
と
い
う
も
の
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
。

2
　
「
死
に
た
ま
ふ
母
」
の
鑑
甘

川
　
グ
ル
ー
プ
学

学
習
ノ
ー
ト
の
手
順
に
そ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
の
歌
を
鑑
質
し
た
の
で
あ

る
が
、
「
死
に
近
き
母
に
孫
ひ
寝
の
し
ん
し
ん
と
遠
田
の
か
は
づ
天
に
聞
こ
ゆ

る
」
と
「
の
ど
赤
き
玄
鳥
ふ
た
つ
は
り
に
ゐ
て
足
乳
根
の
母
は
死
に
た
ま
ふ
な

り
」
の
二
百
の
表
現
の
特
色
を
考
察
す
る
の
は
閃
難
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
0

1
2
1
　
鑑
賞
文
よ
り

「
『
無
名
者
の
歌
』
抄
の
鑑
賞
と
や
や
違
っ
て
、
た
と
え
ば
、
『
吾
妻
山
に

雪
か
が
や
け
ば
』
と
い
う
母
の
住
ん
で
い
る
国
の
象
徴
を
出
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
母
の
国
へ
の
思
い
が
つ
き
あ
が
っ
て
-
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
'

『
入
り
に
け
り
』
と
い
う
言
葉
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
。
」
　
(
H
男
)
と
か
、

「
母
の
そ
ば
で
寝
て
い
る
作
者
は
'
寝
入
る
こ
と
も
で
き
ず
'
母
と
の
思
い
出

が
頭
の
中
を
め
ぐ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
遠
く
の
田
か
ら
か
え
る
の
声
が
聞

こ
え
て
-
る
。
作
者
は
、
い
つ
も
と
は
か
な
り
追
っ
た
静
け
さ
を
感
じ
て
い
る

の
だ
ろ
う
0
　
『
し
ん
し
ん
』
と
い
う
表
現
に
そ
う
い
っ
た
気
持
ち
が
こ
め
ら
れ

て
い
る
。
」
(
M
男
)
や
'
ま
た
、
「
『
の
ど
赤
き
玄
鳥
』
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

燃
え
る
よ
う
な
生
命
感
を
感
じ
る
'
そ
し
て
、
『
足
乳
根
の
母
は
死
に
た
ま
ふ

た
り
』
と
、
悲
し
み
の
こ
と
ば
を
続
け
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
母
の
死
が
い
っ
そ

う
探
-
悲
し
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
。
」
　
(
I
男
)
と
か
'
「
田
舎
の
と
て
も

粗
末
な
火
葬
風
景
が
日
に
浮
か
ぶ
。
そ
し
て
、
赤
々
と
燃
え
る
火
の
中
で
母
は

灰
と
化
し
て
い
-
D
　
『
星
の
ゐ
る
夜
空
の
も
と
』
の
と
こ
ろ
で
は
、
母
の
火
葬

を
前
提
と
し
た
作
者
の
母
に
対
す
る
祈
念
と
深
い
感
慨
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
す
る
.
」
　
(
H
男
)
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
'
心
情
や
情
景
に
と

ど
ま
ら
ず
'
効
果
的
・
印
象
的
表
現
へ
の
着
日
が
か
な
り
見
ら
れ
'
学
門
効
果

が
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
3

3
　
「
現
代
2
&
S
J
 
c
'
-
.
-
-
i
z

川
　
分
類
に
間
し
て

5
4
首
を
叙
景
と
叙
情
に
分
類
す
る
と
い
う
方
法
に
問
題
が
あ
っ
た
た
め
か
、

「
な
に
と
な
く
君
に
待
た
る
る
こ
こ
ち
し
て
出
で
し
花
野
の
夕
月
夜
か
な
」

(
与
謝
野
晶
子
)
「
お
と
ろ
へ
し
蝿
の
1
つ
が
力
な
-
障
子
に
這
ひ
て
日
は
し
づ

か
な
り
」
　
(
伊
藤
左
千
夫
)
　
「
白
鳥
は
か
な
し
か
ら
ず
や
空
の
青
海
の
青
に
も

染
ま
ず
た
だ
よ
ふ
」
　
(
若
山
牧
水
)
　
「
か
た
は
ら
に
秋
草
の
花
か
た
る
ら
く
ほ

ろ
び
し
も
の
は
な
つ
か
し
き
か
な
」
　
(
若
山
牧
水
)
　
「
春
の
鳥
な
鳴
き
そ
鳴
き

そ
あ
か
あ
か
と
外
の
面
の
草
に
日
の
入
る
夕
」
　
(
北
原
白
秋
)
　
「
わ
が
吐
き
し

血
を
土
に
う
づ
め
店
る
妻
よ
そ
の
夕
闇
に
割
烹
着
白
く
」
　
(
吉
野
秀
雄
)
　
「
生

き
ゆ
か
む
苦
し
さ
知
ら
す
陽
に
灼
け
し
鐙
の
う
へ
に
子
は
眠
り
を
り
」
　
(
宮
柊

二
)
　
「
裾
ひ
ろ
-
ク
ロ
ー
.
、
バ
ー
の
上
に
坐
り
ゐ
る
汝
を
自
じ
ら
と
残
し
て
昏
る

る
」
　
(
近
藤
芳
美
)
な
ど
の
歌
は
分
接
し
に
-
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
全
体

と
し
て
ほ
ス
ム
ー
ス
に
楽
し
く
学
習
で
き
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

c
+
　
黙
廿
に
つ
い
て
0
」
~
文
よ
o
)

好
き
な
歌
、
い
い
な
と
思
っ
た
歌
を
七
首
選
び
へ
　
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
二
へ

ま
た
は
三
文
で
鑑
賞
文
を
書
か
せ
た
の
で
あ
る
が
'
も
っ
と
も
多
-
の
も
の
が

と
り
あ
げ
た
の
は
石
川
啄
木
や
若
山
牧
水
の
歌
で
'
と
-
に
「
新
し
き
明
日
の

来
る
を
信
ず
と
い
ふ
自
分
の
心
に
嘘
は
な
け
れ
ど
」
と
「
白
鳥
は
悲
し
か
ら
ず
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や
空
の
青
海
の
青
に
も
染
ま
ず
た
だ
よ
ふ
」
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
鑑
箕
文
の

内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
「
一
つ
の
動
作
が
あ
ら
ゆ
る
喜
び
や

悲
し
み
を
含
ん
で
い
て
'
同
じ
人
生
の
悲
し
み
を
持
つ
人
間
と
し
て
の
1
瞬
の

心
の
通
じ
合
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
1
鐙
の
抄
に
や
る
せ
な
い
青
春
の
乾
き
を
感

ヽ

　

ヽ

じ
る
。
」
　
(
K
女
)
の
よ
う
に
表
現
が
よ
-
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
へ
　
ま
た
、

「
こ
の
歌
は
啄
木
が
生
活
に
苦
し
み
接
れ
て
い
た
頃
の
作
品
で
あ
る
。
歌
の
中
で

希
望
を
捨
て
な
い
こ
と
を
『
新
し
き
明
日
の
来
る
を
信
ず
』
と
表
わ
し
て
い
る

が
、
『
新
し
き
明
日
』
・
と
い
う
表
現
は
、
-
ほ
ん
と
う
に
希
望
そ
の
も
の
と
い
う

感
じ
で
と
て
も
好
き
だ
'
し
か
し
、
そ
の
意
志
を
結
句
で
否
定
形
に
す
る
ほ
ど

の
生
活
の
苦
し
み
と
は
な
ん
と
も
悲
し
い
も
の
だ
」
　
(
Y
女
)
の
よ
う
に
調

べ
、
表
現
を
き
ち
ん
と
お
さ
え
て
書
い
て
い
る
も
の
も
い
た
が
、
「
故
郷
の
東

北
を
な
つ
か
し
が
っ
て
上
野
の
駅
ま
で
や
っ
て
き
た
作
者
が
'
東
北
の
人
が
し

ゃ
べ
る
こ
と
ば
を
聞
い
て
郷
愁
に
ひ
た
っ
て
い
る
。
」
　
(
N
男
)
や
'
「
秋
の

夕
暮
れ
、
作
者
は
人
目
を
さ
け
な
が
ら
歩
い
て
い
る
小
狐
を
見
た
。
小
狐
は
陽

を
い
っ
ぱ
い
体
に
受
け
'
赤
や
黄
や
青
な
ど
の
光
を
ほ
な
っ
て
い
た
。
や
が

て
、
ど
こ
か
の
お
寺
の
時
を
知
ら
せ
る
鐘
の
音
が
聞
こ
え
'
小
狐
の
光
は
鐘
の

音
と
と
も
に
し
だ
い
に
消
え
て
い
っ
た
。
(
-
罪
)
の
よ
う
に
'
情
景
の
説
明

だ
け
の
も
の
や
表
現
が
十
分
ね
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
か
な
り
見
ら
れ
る
。
こ

れ
は
、
鑑
賞
文
の
再
き
方
・
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ
な
か
っ
た
こ

と
と
'
時
間
が
十
分
に
な
-
推
考
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

川
　
暗
唱
に
つ
い
て

自
分
が
選
び
、
鑑
賞
文
も
苔
い
て
お
り
'
ま
た
、
七
百
と
い
う
の
が
そ
れ
ほ

ど
困
難
な
数
で
は
な
か
っ
た
た
め
か
意
欲
を
持
っ
て
と
り
組
み
'
七
名
だ
け
が

や
り
直
し
を
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
短
歌
の
心
情
に
そ
っ
た
暗
唱

は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

川
　
「
私
の
好
き
な
1
首
」
　
(
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
)
の
作
製
・
鑑
賞
に
つ
い
て

①
表
紙

各
日
が
選
ん
だ
七
百
の
う
ち
の
さ
ら
に
殿
も
好
き
な
歌
1
前
(
紅
紫
文
を
付

す
)
を
生
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
表
紙
は
各
自
に
考
え
さ
せ
た
。
次
の
よ
う

に
'
歌
の
中
の
こ
と
ば
と
か
好
き
な
こ
と
ば
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
あ
り
'
カ
ッ
ト

な
ど
を
入
れ
た
り
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
お
も
し
ろ
い
も
の
を
作
っ
た
。
-
(
数
字
は

出
席
番
号
)

1
紅
の
香
花
　
2
尿
紙
　
3
白
鳥
の
死
　
4
カ
ロ
キ
ハ
ハ
　
5
1
匹
の
帆

6
永
遠
の
詩
　
7
旅
立
ち
　
8
随
想
録
　
1
0
青
春
の
l
点
　
1
1
う
す
べ
に

S
永
遠
の
謁
　
1
3
山
桜
　
1
4
現
代
の
日
　
1
5
一
握
の
砂
　
1
6
一
握
の
砂
　
l

私
家
集
　
　
P
o
e
m
o
f
 
m
y
l
i
f
e
　
　
心
の
と
び
ら
　
5
3
は
る
か
な
る
思
い

2
1
た
ほ
む
れ
　
㌶
期
舞
　
S
3
T
H
E
 
B
E
S
T
l
　
　
感
動
そ
し
て
感
激
　
5

日
を
と
じ
れ
は
　
2
6
青
春
の
一
冊
　
2
7
無
題
　
2
8
新
し
き
明
日
　
2
9
白
鳥
は

・
:
S
L
か
ら
十
c
,
 
-
3
-
蝣
・
蝣
.
-
花
　
3
1
こ
こ
ら
　
E
)
j
来
ず
　
㍊
光
　
別
f
i
H
T
　
ォ
3

北
嵯
峨
の
錠
　
3
6
む
つ
み
　
3
7
あ
こ
が
れ
　
3
8
こ
こ
ろ
　
3
9
讃
ノ
里
　
4
0
感

動
　
4
1
栄
　
4
2
白
鳥
　
4
3
は
と
ぽ
っ
ぽ
　
4
4
あ
し
た
　
」
A
3
1
S
Y
L
L
A

B
L
E
 
J
A
P
A
N
E
S
E
 
P
O
E
M

①
感
想
文
よ
り

「
私
の
好
き
な
1
首
を
お
互
い
に
読
み
合
っ
た
あ
と
感
想
文
を
召
か
せ
た
の

で
あ
る
が
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
選
ん
だ
も
の
で
あ
り
範
い
間
心
を
示
し
、
ま

た
'
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
次
の
よ
う
な
感
動
を
示
し
て
い
た
o

a
　
み
ん
な
の
考
え
方
が
わ
か
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
特
に
た
-
さ
ん
の
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人
が
書
い
て
い
た
「
た
わ
む
れ
に
-
-
」
の
歌
は
人
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
受
け
取
り
方
が
あ
り
楽
し
か
っ
た
。
一
人
1
人
の
心
の
豊
か
さ
み
た
い

な
も
の
も
わ
か
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
(
D
男
)

b
　
み
ん
な
一
生
懸
命
苦
心
し
て
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
0
そ
れ
だ
け
に
'
良

く
作
品
を
理
解
し
て
い
る
と
思
う
。
自
分
に
と
っ
て
「
あ
ん
な
作
品
が
よ

い
の
か
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
も
人
は
選
び
、
そ
の
鑑
賞
文
を
読
ん
で

み
る
と
「
な
る
ほ
ど
」
と
思
わ
せ
る
。
一
生
の
思
い
出
に
な
る
よ
う
に
・
・
・

蝣
　
(
z
男
)

C
　
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ん
と
う
に
い
い
一
首
を
選
ん
で
い
る
と
思
う
。
鑑

賞
文
も
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
内
容
を
よ
-
と
ら
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
.
短
歌
と
い
う
も
の
は
、
た
っ
た
三
十
一
文
字
の
中
に
情
景
・
心
・

感
情
す
べ
て
の
こ
と
を
う
た
い
こ
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
'
み
や
す

そ
う
で
ほ
ん
と
う
に
む
ず
か
し
い
も
の
だ
と
思
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
1
首

一
首
ほ
ん
と
う
に
あ
じ
が
あ
る
。
(
K
男
)

d
　
み
ん
な
が
選
ぶ
よ
う
な
歌
は
な
ん
と
な
く
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
だ

け
ど
同
じ
歌
で
も
人
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
感
想
が
あ
り
へ
　
こ
う
い
う
解
釈
も

あ
る
の
か
と
思
う
よ
う
な
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
栗
原
さ
ん
の
鑑
賞
文
が

と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
う
。
よ
-
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
の
言
葉
が
で
て

く
る
も
の
だ
と
思
う
0
　
(
T
女
)

4
　
短
歌
学
習
全
般
に
つ
い
て
-
-
ア
ソ
ケ
-
ト
よ
り

川
最
も
印
象
に
残
っ
た
歌

「
無
名
者
の
歌
」
　
「
死
に
た
ま
ふ
母
」
　
「
現
代
短
歌
5
0
選
」
と
'
全
部
で
朗

首
学
習
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
'
次
の
よ
う
に
、
4
5
名
中
3
4
名
の
も
の
が
「
玩

代
短
歌
5
0
選
」
の
中
か
ら
選
ん
で
い
た
。

o
白
鳥
は
哀
し
か
ら
ず
や
空
の
青
海
の
青
に
も
染
ま
ず
た
だ
よ
ふ
(
9
名
)

o
た
は
む
れ
に
母
を
背
負
ひ
て
そ
の
あ
ま
り
軽
き
に
泣
き
て
≡
歩
あ
ゆ
ま
ず

(
5
名
)

。
み
ち
の
く
の
母
の
い
の
ち
を
一
日
み
ん
一
日
見
ん
と
ぞ
た
だ
に
い
そ
げ
る

(

-

サ

・

<

蝣

?

)

。
新
し
き
明
日
の
来
る
を
信
ず
と
い
ふ
自
分
の
言
葉
に
嘘
は
な
け
れ
ど
(
3
名
)

.
死
に
近
き
母
に
掠
ひ
寝
の
し
ん
し
ん
と
遠
田
の
か
は
ず
天
に
聞
こ
ゆ
る
(
2

名
)

o
類
に
つ
た
ふ
涙
の
ご
は
ず
一
握
の
砂
を
示
し
し
人
を
忘
れ
ず
(
2
名
)

o
な
に
と
な
-
君
に
待
た
る
る
こ
こ
ち
し
て
出
で
し
花
野
の
夕
月
夜
か
な
(
2

名
)

・
雪
原
の
真
日
の
明
か
り
に
舞
ひ
い
で
て
自
紫
の
群
れ
か
が
や
き
に
け
り
(
2

名
)

O
し
ら
し
ら
と
氷
か
が
や
き
千
鳥
な
-
釧
路
の
海
の
冬
の
月
か
な
(
2
名
)

。
裾
ひ
ろ
く
ク
ロ
ー
バ
ー
の
上
に
坐
り
ゐ
る
汝
を
自
じ
ら
と
残
し
て
寄
る
る
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(
2
名
)
　
　
　
(
以
下
略
)

㈲
短
歌
に
親
し
む

親
し
む
こ
と
が
で
き
た
　
3
1
名

だ
い
た
い
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
・
8

名
　
　
親
し
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
　
6
名

川
短
歌
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
の
考
え

◇
　
三
十
l
文
字
の
中
に
あ
れ
だ
け
の
感
情
・
情
景
を
お
り
こ
め
る
と
い
う
こ

と
は
す
ば
ら
し
い
。

◇
　
三
十
1
文
字
の
中
に
自
分
の
感
動
を
強
く
表
現
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い

が
楽
し
い
。



◇
　
短
歌
は
ま
さ
に
生
活
か
ら
生
ま
れ
て
-
る
も
の
。

◇
　
短
歌
の
中
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
ば
の
深
さ
に
お
ど
ろ
い
た
。

◇
　
短
歌
を
読
む
と
き
の
リ
ズ
ム
が
好
き
だ
。

◇
　
卒
直
に
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
短
歌
に
も
い
ろ
い
ろ
な
技
巧
が
あ
る
こ
と

に
驚
い
た
。

川
授
業
の
方
法
お
よ
び
今
後
の
短
歌
学
習
に
つ
い
て

0
　
時
間
を
十
分
か
け
て
じ
っ
く
り
味
わ
い
た
い
。
(
と
く
に
「
現
代
短
歌
5
0

選
」
の
ば
あ
い
)

o
　
生
徒
が
選
ん
だ
短
歌
を
教
材
に
す
る
。

o
　
短
歌
を
授
業
の
中
で
つ
く
っ
て
み
る
。

。
暗
唱
は
非
常
に
有
効
で
あ
っ
た
。

四

　

反

省

と

課

題

1
　
学
習
(
指
導
)
の
中
心
目
標
を
明
孫
に
す
る
。

「
現
代
短
歌
5
0
選
」
の
学
習
を
中
心
に
し
て
'
短
歌
に
親
し
む
と
い
う
こ
と

に
目
標
を
し
ぼ
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
時
間
を
か
け
す
ぎ
'

あ
れ
も
こ
れ
も
と
い
う
欲
張
っ
た
授
業
展
開
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
っ
と
任

点
を
定
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
'

2
　
教
材
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
多
く
の
教
材
を
.
q
ん
で
学
習
し
た
の
で
あ
る
が
、
生

徒
が
意
欲
を
持
っ
て
深
く
読
み
味
わ
う
に
は
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
教
材
化
(
た

と
え
ば
、
「
青
春
の
心
」
　
「
自
然
」
な
ど
)
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た

の
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
生
徒
の
印
象
に
残
っ
た
短
歌
と
し
て
、
啄
木
や
牧
水
を
多
-
あ
げ
て

い
る
の
で
あ
る
が
'
現
代
短
歌
を
も
っ
と
教
材
化
し
'
新
し
い
短
歌
へ
の
口
を

開
い
て
や
る
こ
と
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

3
　
鑑
賞
の
方
法
に
つ
い
て

川
「
私
の
好
き
な
1
首
」
を
授
業
の
出
発
点
に

n
分
た
ち
が
選
び
苔
い
た
も
の
を
教
材
と
し
た
「
私
の
好
き
な
1
首
」
を
読

み
合
う
時
'
生
徒
た
ち
は
か
な
り
の
意
欲
と
間
心
を
示
し
た
。
意
欲
を
持
っ
て

主
体
的
に
学
習
に
参
加
さ
せ
る
た
め
に
は
、
学
習
者
も
と
り
組
ん
だ
自
主
教
材

を
授
業
の
出
発
点
に
も
っ
て
-
る
と
効
果
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
ド
　
　
ー
　
　
-
-

脚
鑑
賞
文
に
つ
い
て

こ
の
た
び
の
短
歌
の
学
田
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
含
め
る
と
五
回
も
鑑
賞
文
を

讃
か
せ
た
の
で
あ
る
が
'
雷
-
こ
と
が
や
や
多
す
ぎ
、
古
き
づ
ら
い
生
徒
も
い

た
よ
う
で
あ
る
。
授
業
展
開
の
中
で
「
讃
く
」
こ
と
の
位
院
づ
け
を
明
確
に

し
'
さ
ら
に
'
鑑
賞
文
の
書
き
方
に
つ
い
て
も
事
前
に
き
め
細
か
い
指
導
が
必

要
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
う
し
な
い
と
書
く
こ
と
を
通
し
て
読
み
・
鑑
賞
を
深

め
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
し
、
学
習
意
欲
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
な
い
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(
広
島
県
立
安
古
市
高
等
学
校
教
諭
)
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